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夕
日
が
地
平
を
燃
や
す
。
ゴ
ビ

砂
漠
南
東
部
の
シ
ャ
ル
ツ
ア
フ
。

午
後
７
時
を
回
り
、
ぺ
１
ス
キ
ヤ

ン
プ
に
引
き
揚
げ
て
き
た
隊
員
が

夕
食
の
準
備
を
急
ぐ
中
、
石
垣
忍

岡
山
理
科
大
生
物
地
球
学
部
教
授

（
舵
）
は
一
人
、
高
台
に
た
た
ず
ん

で
い
た
。
眼
下
の
大
地
は
赤
く
染

ま
り
、
目
を
凝
ら
す
と
規
則
的
に

並
ん
だ
影
が
浮
か
び
上
が
る
。
「
恐

竜
の
足
跡
だ
よ
。
優
に
２
万
個
は

超
え
る
か
な
一

日
蒙
共
同
調
査
３
年
目
の
１
９

９
５
年
夏
、
シ
ャ
ル
ツ
ァ
フ
で
隊

の
車
が
オ
ー
バ
ー
ヒ
ー
ト
し
立
ち

往
生
し
て
い
る
間
に
偶
然
大
規

模
な
足
跡
化
石
群
を
発
見
し
た
。

後
の
鯛
査
で
、
小
型
恐
竜
ア
ビ
ミ

ム
ス
が
帥
顕
以
上
の
群
れ
で
繊
並

び
に
走
り
一
斉
に
方
向
転
換
し
た

ユ
ニ
ー
ク
な
集
団
行
動
な
ど
、
恐

竜
の
生
態
に
迫
る
新
た
な
知
見
が

得
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
地
で
今
、
化
石
の
保
護
、

活
用
に
向
け
た
新
た
な
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
が
動
き
始
め
て
い
る
。
モ
ン

ゴ
ル
科
学
ア
カ
亭
ミ
ー
古
生
物
学

地
質
学
研
究
所
（
Ｉ
Ｐ
Ｇ
）
の
音

頭
で
地
元
ウ
ム
ヌ
ゴ
ピ
県
や
企
業

が
出
震
し
、
周
囲
１
．
４
談
に
フ

ェ
ン
ス
を
巡
ら
せ
見
学
用
の
テ
ラ

ス
や
遊
歩
道
を
整
備
。
今
年
６
月

か
ら
一
般
公
開
を
始
め
た
の
だ
。

石
垣
教
授
は
「
ま
さ
に
砂
漠
の
博

物
館
。
夢
が
一
つ
、
形
に
な
っ
た
一

と
ま
ぶ
し
そ
う
に
目
を
細
め
る
。

モ
デ
ル
ケ
ー
ス

モ
ン
ゴ
ル
は
北
米
や
中
国
と
並

ぶ
恐
麺
化
石
の
世
界
的
産
地
だ

化
石
の
保
護
、
活
用
へ
動
き
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が
、
調
査
が
本
格
化
し
た
の
は
”
化
．
こ
う
し
た
動
毒
を
塁
け
、
点
に
ツ
ア
ー
で
肋
れ
た
り
、
研
究

年
代
初
頭
、
民
主
化
に
よ
っ
て
海
Ｉ
Ｐ
Ｇ
は
ウ
ラ
ン
バ
ー
ト
ル
市
者
が
長
期
滞
在
で
き
る
『
ジ
オ
パ

外
と
の
学
術
連
溌
が
擬
ん
に
な
っ
内
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
で
Ｉ
ク
』
に
し
た
い
」

て
か
ら
だ
。
「
人
々
の
恐
竜
へ
の
化
石
標
本
の
屋
示
を
始
め
た
。

関
心
は
低
か
っ
た
．
研
究
が
進
み
、
恐
竜
蕊
高
ま
る
中
、
シ
ャ
再
会
誓
い
合
う

母
国
の
誇
れ
る
宝
だ
と
い
う
認
職
ル
ッ
ァ
フ
は
化
石
保
謹
、
活
用
今
夏
の
調
査
の
タ
イ
ム
リ
ミ
ッ

に
変
わ
り
つ
つ
あ
る
」
と
Ｉ
Ｐ
Ｇ
の
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
と
し
て
注
目
卜
が
迫
っ
て
い
た
。
遍
も
大
掛
か

の
シ
オ
ク
ト
バ
ー
ト
ル
所
長
（
記
）
を
渠
め
る
。
加
え
て
南
西
約
釦
り
な
発
掘
を
行
っ
た
シ
ャ
ル
ツ
ア

が
し
み
じ
み
語
る
。

鐘
い
風
琶
吹
く
．
ｚ
ｏ
１
４
隼
罐
蕊
誤
謬
脇
耕
蝿
賦
繍

蚫
月
に
は
、
シ
ャ
ル
ツ
ァ
フ
を
含
す
る
オ
ユ
ト
ル
ゴ
イ
鉱
山
が
蝿
つ
な
が
っ
た
状
態
で
出
土
し
た

む
ゴ
ビ
砂
漠
の
恐
竜
化
石
産
地
焔
年
に
操
業
し
て
潤
い
、
労
働
者
が
、
頭
部
が
出
な
い
。

ヵ
所
が
、
世
界
遺
産
の
暫
定
リ
ス
や
観
光
客
が
急
増
屯
ツ
ォ
ク
掘
り
始
め
て
８
日
目
、
つ
い
に

卜
に
記
載
さ
れ
た
。
さ
ら
に
モ
ン
ト
パ
ー
ト
ル
所
長
が
「
マ
イ
、
断
念
す
る
こ
と
が
決
ま
っ
た
。
藩

ゴ
ル
政
府
は
今
春
、
恐
竜
化
石
の
ピ
ッ
グ
ド
リ
ー
ム
」
と
言
っ
て
胆
す
る
学
生
に
ベ
テ
ラ
ン
プ
レ
パ

盗
掘
や
違
法
売
買
の
罰
則
を
強
続
け
た
。
「
ハ
ン
ボ
ク
ド
を
拠
レ
ー
ダ
ー
（
化
石
技
師
）
の
ウ
ル
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モンゴルでは恐奄化石の保護、活用も趣む。シャルッァフの
足跡化石群には…道やテラスがK受けられた

、

ジ
ッ
ル
ン
さ
ん
（
妬
）
が
声
を
掛
け

る
。
「
よ
く
あ
る
こ
と
さ
・
来
年
ま

た
一
緒
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
よ
う
」

日
が
沈
み
、
砂
漠
の
夜
に
こ
ぼ

れ
ん
ぽ
か
り
の
星
が
き
ら
め
く
。

肉
眼
で
天
の
川
が
く
っ
き
り
見

え
、
時
季
を
迎
え
た
ペ
ル
セ
ウ
ズ

座
流
星
群
に
隊
員
が
願
い
を
託
し

た
。
「
こ
こ
で
の
一
日
一
日
が
全

力
だ
っ
た
。
き
っ
と
忘
れ
な
い
」

と
記
録
係
を
務
め
た
生
物
地
球
学

部
４
年
、
川
端
凌
匝
こ
ん
（
認
）
。

絶
景
壷
カ
メ
ラ
に
収
め
た
。

８
月
訓
日
、
別
れ
の
朝
だ
。
メ

ン
バ
ー
の
一
部
が
漂
本
墜
理
の
た

め
ウ
ラ
ン
バ
ー
ト
ル
に
戻
る
．
出

発
間
際
、
コ
ッ
ク
の
ア
マ
ル
ザ
ヤ

さ
ん
（
躯
）
が
車
に
駆
け
寄
り
、
タ

イ
ヤ
に
牛
乳
を
か
け
た
。
長
旅
の

無
事
を
祈
る
、
モ
ン
ゴ
ル
流
の
願

掛
け
と
い
う
。
来
夏
の
再
会
を
震

い
合
い
、
太
古
の
夢
を
追
う
旅
は

続
く
。
（
稲
垣
心
也
）
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川端さんが遜影L,たゴビ砂漠の星空｡天の川に沿うように、
流星力《降った


